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有機農業の課題と解決
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1、柴海農園について ”千葉県・印西市”

・人口 11万人
都心とのアクセスが良く
ベットタウン化

・特産 水稲が盛ん 利根川・印旛沼に
囲まれ水に恵まれている
野菜の産地ではない
行商の街としての歴史もある

・千葉県の農業環境
関東ローム層 扱いやすい土
にんじん、さつまいも等の土物
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1、柴海農園について ”経営概要”

2009年より就農 16年目

有機、中量多品目をチームで生産。加工は妻が担当。

農園 畑9ha（露地880a ハウス20a）スタッフ20名（社5/準社3/ア12）

販路 個人顧客250世帯 飲食店30店舗

小売店10店舗 直営店（2店舗）
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1，柴海農園について ”使命・価値・目標”

使命ミッション 農業から幸せの循環を創り出す

価値バリュ― 旬のある暮らしを共にわかちあう

目標ビジョン 有機農業界を牽引する農園になる



旬のやさいセット

・S,Ｍ,まるごと

・普段使い8割＋変わり種2割

・スト―リーと共に

・一定価格＋定期購入
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サラダやさいセット

・レストランのようなサラダを

家庭でも食べてもらいたい

・大人なやさいを

・上質をすこしづつ

・10月～5月のみ
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ピクルス

・旬の実りをいつまでも

・採れ過ぎたA品

・農家だからできる加工
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受託加工

余剰品・規格外品などを生産者から

依頼を受けて受託製造

ピクルス・ジャム・パテ等

小ロット（200瓶程度～）

製造実績のあるものが中心
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有機JAS栽培での契約出荷

2022年5月～

有機ＪＡＳ認証を3haで取得

カボチャ・タマネギ・生姜

ケール・ブロッコリ・ビーツなど

11



直営店の運営

2024年7月～

8TAKE（はたけ）を江東区住吉に

結局、野菜セットは調理する機能が

失われると販路は広がらない。

「旬野菜を調理する機能」を社会に復興
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社員食堂受託事業

2025年10月～

「旬野菜 社員食堂」

地元企業の社食を受託運営

有機栽培で一定数発生する

規格外野菜も使用する。

13



２，①生産面（土）

産地ではない→畑も痩せている

ボトルネックはリン酸

土壌分析を実施、圃場のリン酸値

に応じた作目を選定してする。

施肥コストと工数を抑え為に、独自のアミノ酸と腐食酸の混合肥料を

地元業者と開発。地元の枝葉剪定業者と連携し、CN比２０−２５の堆肥を調達
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２，①生産面（技術）

有機栽培で使用可能な資材は積極的に活用

BT剤、ボルドー剤、フェロモントラップ、

バイオスティミラント資材、ポリマー剤等

物理的な防虫対策をなるべく行わずに

ブームスプレーヤーを導入して防除を行う。

→昨今の温暖化により適期が狭まる傾向
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２， 生産面（品目）

人件費などのコストアップにより

2030年までに手作業が多い多品目経営から

機械作業の幅を広げられる中品目への転換

４０品目から１０品目ほどに集約していく

残りの３０品目をドリアン ※後述

（千葉の有機出荷組合）から調達していく
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２，生産面（共有知）

2025年より千葉中規模有機生産者6名により「株式会社ドリアン」を設立

「共販・共栄」「有機農家はもう全て1人でやらなくて良い」等の理念を掲げ

栽培技術の共有・共同販売を行う。

品目ごとのマニュアルを整備

それぞれの農園のスタッフが見ても

合格点を取れる体制を整えていく。
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２，販売面（戦略①旬のある暮らし）

有機野菜を売る →「旬のある暮らしを共に分かち合う」という世界観を売る

なぜか？ 野菜の機能や安全性だけを考えて農業をしていないから。

有機農業という、ものづくりへこだわる生き方や、その時採れる野菜をいただく

幸福感、それらが織りなす自然との調和など。本来日本人が大切にしていたで

あろう世界観を復興していく、ことが私たちが訴求していくことではないか。

→2017年のフランス研修での、マルシェでの実体験から
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２，販売面（戦略②有機野菜の安定供給）

「有機野菜は需要はあるから使いたいけれど、供給が不安定だから使えない。」

という声が小売でも加工向けでも多数。

（株）ドリアンとして、栽培技術の積み上げと検証を行いつつノウハウを共有。

中規模農家同士の広域連携による安定生産とリスク分散。

大ロット需要も取りこぼしを最小限に。あえて定点に物流拠点を設けず、

千葉の物流網を活かし、各農家で拠点へ直送していく。
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3，課題解決（株式会社ドリアン）
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3，課題解決（株式会社ドリアン）
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3，課題解決（株式会社ドリアン）
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4，農業者としての要望①

①抑制要因の徹底的排除

意欲ある農業者（有機・慣行問わず）が持続的に営農していく際に、

抑制要因となる施策を打たないで欲しい。

・第２種農地が太陽光発電用地に転用され、効率化の妨げになる現状。

・連たん制度により、営農用地が宅地として売買される現状。

・獣害増加により営農が難しくなる現状
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4，農業者としての要望

②使用できる資材の統一化

使用できる資材に対しての評価が認証機関によって違う

例：すぐ使用許可が降りる機関もあれば、

様々な確認を強いられ、業者と認証期間の間で板挟み。

格付け担当者が本来するべきはずの圃場管理作業に時間が取れず、

有機JAS認証維持管理コストが増大する。
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4，農業者としての要望

③有機栽培で使用できる資材の拡充

使用資材に汚染物質が一切入っていないことが現在の認証の条件

一方で一つの資材の認証が降りただけで、飛躍的に作業効率繋がる資材もある

例：ペーパーポット、生分解性マルチ、玉ねぎ培土の糊化剤等

人件費コストが年々増大する中、栽培効率化に繋がる資材の拡充は

自然界への影響が軽微であれば対象を拡大すべきでは？
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4，国民としての要望①環境モニタリング

①環境モニタリング 地下水汚染の深刻度のマッピング

千葉県でも農業が盛んな地域（香取市・八街市など）では

既に地下水の硝酸濃度が高い地域がある状況。

持続的可能な農業を推進をしていくには、国民の危機感と政策の一体化が必要

環境汚染は、米騒動の様に危機が顕在化してからの対策では遅いと感じる。
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